
１ 原動機

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

1.1
ガソリンエ
ンジン



本
体

ａ 始動性 スタータースイッチを操
作してエンジンのかかり具
合及び異音の有無を調べ
る。

始動が容易で、かつ、異
音がないこと。

ｂ 回転の状態  アイドリング時及び無
負荷最高回転時の回転数
を調べる（非電子制御式
のエンジンに限る。）。

 回転数が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあること。

 アイドリング時及び無
負荷最高回転時の回転数
について異常を示す表示
及び警告灯の点灯の有無
を調べる（電子制御式の
エンジンに限る。）。

 異常を示す表示及び警
告灯の点灯がないこと。

 エンジンを加速した際
における、アクセルペダ
ル又はレバーの引っ掛か
り、エンジン停止及び
ノッキングの有無を調べ
る。

 引っ掛かり、エンジン
停止及びノッキングがな
いこと。

ｃ 排気の状態  エンジンを十分に暖機
した状態で、アイドリン
グ時から高速回転時まで
の排気色及び排気音の異
常の有無を調べる。

 排気色及び排気音が正
常であること。

 排気管の取付け部、マ
フラー本体、継手部等か
らのガス漏れの有無を調
べる。

 ガス漏れがないこと。

ｄ エアクリー
ナー

 ケースの亀裂、変形及
び蓋部、接続管等の緩み
の有無を調べる。

 ケースの亀裂、変形及
び蓋部、接続管等の緩み
がないこと。

 エレメントの汚れ及び
損傷の有無を調べる。

 著しい汚れ及び損傷が
ないこと。

 油量及び油の汚れの有
無を調べる（オイルバス
式のエアクリーナーに限
る。）。

 油量が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあり、かつ、著
しい汚れがないこと。

ｅ 締付け シリンダーヘッド及びマ
ニホールドの締付け部のボ
ルト及びナットの緩み及び
脱落の有無を調べる。

緩み及び脱落がないこ
と。

ただし、これらの部分か
らガス漏れ及び水漏れが認
められない場合は、この検
査を省略することができ
る。

ｆ 弁すき間  弁すき間を調べる（非
電子制御式のエンジンに
限る。）。

 弁すき間が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

ただし、弁すき間の異
音がなく、エンジンが円
滑に回転している場合
は、この検査を省略する
ことができる。

 弁すき間について異常
を示す表示及び警告灯の
点灯の有無を調べる（電
子制御式のエンジンに限
る。）。

 異常を示す表示及び警
告灯の点灯がないこと。

ｇ 圧縮圧力  圧縮圧力を調べる（非
電子制御式のエンジンに
限る。）。

 圧縮圧力が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

ただし、アイドリング
時及び加速時の回転の状
態並びに排気の状態に異
常がない場合は、この検
査を省略することができ
る。

 圧縮圧力について異常
を示す表示及び警告灯の
点灯の有無を調べる（電
子制御式のエンジンに限
る。）。

 異常を示す表示及び警
告灯の点灯がないこと。

ｈ 過給機  アイドリング時から高
速回転時までの異常振動
及び異音の有無を調べ
る。

 異常振動及び異音がな
いこと。

 本体（吸排気管接続部
を含む。）からのガス漏れ
の有無を調べる。

 ガス漏れがないこと。
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ｉ エンジンマ
ウント

 ブラケットの亀裂及び
変形の有無を調べる。

 亀裂及び変形がないこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 防振ゴムの損傷及び劣
化の有無を調べる。

 損傷及び劣化がないこ
と。

 潤滑装置  オイルパン内の油量及
び油の汚れの有無を調べ
る。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ヘッドカバー、オイル
パン、パイプ等からの油
漏れの有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 エレメントの汚れ及び
損傷の有無を調べる。

 著しい汚れ及び損傷が
ないこと。

ただし、製造者が定め
る方法により定期的に交
換されている場合は、こ
の検査を省略することが
できる。

 燃料装置  燃料タンク、燃料ポン
プ、ホース、パイプ等か
らの燃料漏れの有無を調
べる。

 燃料漏れがないこと。

 燃料ホースの損傷及び
劣化の有無を調べる。

 損傷及び劣化がないこ
と。

 燃料フィルターエレメ
ントの汚れ及び目詰まり
の有無を調べる。

 著しい汚れ及び目詰ま
りがないこと。

ただし、製造者が定め
る方法により定期的に交
換されている場合は、こ
の検査を省略することが
できる。

 高圧ガス燃料装
置

 導管及び接続部のガス
漏れの有無を調べる。

 ガス漏れがないこと。

 導管及び接続部の亀裂
及び損傷の有無を調べ
る。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 ガスボンベ取付け金具
及びクランプの緩み及び
損傷の有無を調べる。

 緩み及び損傷がないこ
と。

 ブローバイガス
還元装置

 メターリングバルブに
負圧をかけ、バルブの作
動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

 メターリングバルブ及
び配管の詰まり及び損傷
の有無を調べる。

 詰まり及び損傷がない
こと。

 冷却装置  冷却水の量及び汚れの
有無を調べる。

 水量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ラジエーター、エンジ
ン本体、ウォーターポン
プ、ホース等からの水漏
れの有無及びラジエー
ターのフィンの目詰まり
の有無を調べる。

 水漏れ及び目詰まりが
ないこと。

 ホースのひび割れその
他損傷及び劣化の有無を
調べる。

 ひび割れその他損傷及
び劣化がないこと。

 ラジエーターキャップ
のバルブ機能の異常の有
無を調べる。

 正常に機能すること。

 ラジエーターキャップ
のバルブシート面の損傷
の有無を調べる。

 損傷がないこと。

 ファンベルトの緩みを
調べる。

 張り具合が適正である
こと。

 ファンベルトの摩耗及
び損傷の有無を調べる。

 著しい摩耗及び損傷が
ないこと。

 冷却ファン、カバー、
ダクト等の亀裂、損傷及
び変形の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

 冷却ファン、カバー等
の各取付けボルト及び
ナットの緩み及び脱落の
有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 点火装置  ディストリビューター
キャップの亀裂の有無を
調べる。

 亀裂がないこと。

 高圧コード端部の損傷
の有無及びディストリ
ビューターへのはめ込み
の適否を調べる。

 損傷がなく、かつ、は
め込みが正常であるこ
と。

 ブレーカーアーム及び
コンタクトブレーカーポ
イントの接触面の焼損及
び突起の有無を調べる。

 焼損及び突起がないこ
と。
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 点火プラグの電極及び
がい子の汚れ、焼損及び
破損の有無を調べる。

 汚れ、焼損及び破損が
ないこと。

 フルトランジスターユ
ニットの取付け部の緩み
及び損傷並びに端子の緩
みの有無を調べる。

 緩み及び損傷がないこ
と。

 点火時期を調べる。  点火時期が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。



電
気
装
置

ａ 充電装置 電流計及び充電表示灯に
よって機能の異常の有無を
調べる。

機能に異常がないこと。

ｂ バッテリー  電解液の量が規定の範
囲にあるかを調べる。

 電解液の量が当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。ただし、液量を確認で

きない構造のバッテリー
については、インジケー
ターの表示確認又は電圧
測定により、バッテリー
の充電状態を確認するこ
と。

インジケーターの表示
確認又は電圧測定による
場合は、表示又は測定値
が当該車体の構造及び性
能に照らし、適正である
こと。

 端子部の緩み、損傷及
び腐食の有無を調べる。

 緩み、損傷及び著しい
腐食がないこと。

ｃ 配線  接続部の緩みの有無を
調べる。

 緩みがないこと。

 損傷の有無を調べる。  損傷がないこと。

1.2
ディーゼル
エンジン



本
体

ａ 始動性  スタータースイッチを
操作してエンジンのかか
り具合及び異音の有無を
調べる。

 始動が容易で、かつ、
異音がないこと。

 予熱栓がある場合は、
その作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

ｂ 回転の状態 この表の「1.1 ガソリンエンジン」の検査方法及び
判定基準を適用すること。ｃ 排気の状態

ｄ エアクリー
ナー
ｅ 締付け
ｆ 弁すき間
ｇ 圧縮圧力
ｈ 過給機
ｉ エンジンマ
ウント

 潤滑装置 この表の「1.1 ガソリンエンジン」の検査方法及び
判定基準を適用すること。

 燃料装置  燃料タンク、噴射ポン
プ、ホース、パイプ等か
らの燃料漏れの有無を調
べる。

 燃料漏れがないこと。

 燃料ホースの損傷及び
劣化の有無を調べる。

 損傷及び劣化がないこ
と。

 燃料フィルターエレメ
ントの汚れ及び目詰まり
の有無を調べる。

 著しい汚れ及び目詰ま
りがないこと。

ただし、製造者が定め
る方法により定期的に交
換されている場合は、こ
の検査を省略することが
できる。

 冷却装置 この表の「1.1 ガソリンエンジン」の検査方法及び
判定基準を適用すること。



電
気
装
置

ａ 充電装置 この表の「1.1 ガソリンエンジン」の検査方法及び
判定基準を適用すること。ｂ バッテリー

ｃ 配線

 エアコンプレッ
サー

 コンプレッサーを作動
させて異常振動及び異音
の有無を調べる。

 異常振動及び異音がな
いこと。

 コンプレッサー及び周
辺機器各部からのエア漏
れ及び油漏れの有無を調
べる。

 エア漏れ及び油漏れが
ないこと。

 エアタンク等のドレン
コックを開いて水が溜
まっていないかを調べ
る。

 水が溜まっていないこ
と。

 アンローダー機能の適
否を調べる。

 上限規定圧力で無負荷
運転になり、下限規定圧
力で負荷運転になるこ
と。

1.3
電動機

 電動機本体  電動機本体の異常振動
及び軸受部の異音の有無
を調べる。

 異常振動及び異音がな
いこと。

 ブラシの摩耗量及び当
たりの状態を調べる。

 摩耗量が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあり、かつ、
全周の当たり具合が正常
であること。

 コンミテーター面の汚
れ及び摩耗の有無を調べ
る。

 汚れ及び著しい摩耗が
ないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。
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 駆動用ベルト  ベルトの緩みを調べ
る。

 当該車体の構造及び性
能に照らし、張り具合が
適正であること。

 ベルトの損傷及び摩耗
の有無を調べる。

 損傷及び著しい摩耗が
ないこと。

 プーリーカバーの亀
裂、損傷及び変形の有無
を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
変形がないこと。

 コンタクター  コンタクターを作動さ
せて機能の異常の有無を
調べる。

 正常に機能すること。

 接点の緩み、損傷及び
摩耗の有無を調べる。

 緩み、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

 保護装置 過電流ブレーカー等の作
動の適否を調べる。

正常に作動すること。

 制御盤  各機器の損傷の有無を
調べる。

 損傷がないこと。

 ヒューズの容量及び取
付け状態を調べる。

 ヒューズの容量及び取
付け状態が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正であること。

 配線  接続部の緩みの有無を
調べる。

 緩みがないこと。

 損傷の有無を調べる。  損傷がないこと。

 充電装置（車体
と一体となってい
るものに限る。）

 作動させて機能の異常
並びに異音及び異常発熱
の有無を調べる。

 正常に作動し、かつ、
異音及び異常発熱がない
こと。

 過電流ブレーカーの作
動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

２ 下部走行体（トラック式のものに限る。）

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

2.1
動力伝達装
置

 主クラッチ  アイドリング状態でク
ラッチを切り、異音の有
無を調べるとともに、ト
ランスミッションを変速
し、クラッチの切れ具合
を調べる。

 異音がなく、かつ、ク
ラッチが完全に切れるこ
と。

 クラッチを徐々に接続
し、発進の具合を調べる。

 滑りがなく、かつ、接
続が円滑であること。

 クラッチペダル  操作してペダルの重さ
及びペダルの戻り具合を
調べる。

 ペダルの重さ及びペダ
ルの戻り具合が適正であ
ること。

 ペダルの遊び及びク
ラッチが完全に切れたと
きのペダルと床面との隙
間を調べる。

 ペダルの遊び及びペダ
ルと床面との隙間が過大
又は過小でないこと。

 マスターシリン
ダー

 ペダルを操作し、油漏
れの有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 リザーバータンク内の
油量及び油の汚れの有無
を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 パワーシリン
ダー

シリンダーに圧力をかけ
た状態で放置し、油漏れの
有無を調べる。

油漏れがないこと。

 トランスミッ
ション

 レバーを前進又は後進
に入れ、車体を駆動させ
て作動の適否並びにレ
バーの抜け、異音及び異
常発熱の有無を調べる。

 正常に作動し、かつ、
レバーの抜け、異音及び
異常発熱がないこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 バッテリー  電解液の量を調べる。  電解液の量が当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。

ただし、液量を確認で
きない構造のバッテリー
については、インジケー
ターの表示確認又は電圧
測定により、バッテリー
の充電状態を確認するこ
と。

インジケーターの表示
確認又は電圧測定による
場合は、表示又は測定値
が当該車体の構造及び性
能に照らし、適正である
こと。

 電解液の比重を調べ
る。

 比重が20℃で117～
128であること。

ただし、電解液の比重
を確認できない構造の
バッテリーについては、
の検査により省略する
ことができる。

 端子の緩み、損傷及び
腐食の有無を調べる。

 緩み、著しい損傷及び
腐食がないこと。

 容器の損傷及び液漏れ
の有無を調べる。

 損傷及び液漏れがない
こと。
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 トルクコンバー
ター

 負荷をかけ、異音及び
異常発熱の有無を調べ
る。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 動力取出し装置
（別名ＰＴＯ）

 動力取出し装置（別名
ＰＴＯ）を作動させて、
作動の適否及び異音の有
無を調べる。

 正常に作動し、かつ、
異音がないこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 プロペラシャフ
ト

 両輪を浮かせた状態で
駆動させ、振れの有無を
調べる。

 異常な振れがないこ
と。

 スプライン、ユニバー
サルジョイント及びセン
ターベアリング部のがた
及び損傷の有無を調べ
る。

 著しいがた及び損傷が
ないこと。

 連結部のボルト及び
ナットの緩み、損傷及び
脱落の有無を調べる。

 緩み、損傷及び脱落が
ないこと。

 デファレンシャ
ル

 両輪接地又は片輪接地
で駆動させて異音の有無
を調べる。

 異音がないこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 デフロック装置を作動
させて異常の有無を調べ
る。

 正常に作動すること。

 ファイナルドラ
イブ

 両輪接地又は片輪接地
で駆動させて異音及び異
常発熱の有無を調べる。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

2.2
走行装置

 フロントアクス
ル

 亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 キングピンとの結合部
の損傷及びがたの有無を
調べる。

 結合部に損傷及びがた
がないこと。

 フロントアクス
ルハウジング及び
リヤアクスルハウ
ジング

亀裂、損傷及び変形の有
無を調べる。

亀裂、損傷及び変形がな
いこと。

亀裂の存在が疑われる場
合は探傷器等で調べる。

 タイヤ（ホイー
ルを含む。）

 空気圧を調べる。  空気圧が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正であること。

 亀裂、損傷及び偏摩耗
の有無を調べる。

 走行上支障となる亀
裂、損傷及び偏摩耗がな
いこと。

 溝の深さを調べる。  著しい摩耗がないこ
と。

 金属片、石その他異物
のかみ込みの有無を調べ
る。

 異物のかみ込みがない
こと。

 ホイールのナット及び
ボルトの緩み及び脱落の
有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 リム、サイドリング及
びホイールディスクの亀
裂、損傷及び変形の有無
を調べる。

 走行上支障となる亀
裂、損傷及び変形がない
こと。

 走行させ、若しくは、
車輪を浮かせて駆動さ
せ、又は手動させ、ホイー
ルベアリング部のがた、
異音及び異常発熱の有無
を調べる。

 がた、異音及び異常発
熱がないこと。

 シャシーばね  スプリングの亀裂、損
傷及び摩耗の有無を調べ
る。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

 車体の前方及び後方か
ら車両姿勢の傾き具合を
調べる。

 著しい傾きがないこ
と。

 リーフスプリングのＵ
ボルト及びスプリングバ
ンド取付け部の緩み及び
損傷の有無を調べる。

 緩み及び損傷がないこ
と。
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 スプリング、シャック
ル、ピン等の連結部のが
た及び損傷の有無を調べ
る。

 がた及び損傷がないこ
と。

 リーフの横ずれ及び前
後のずれ並びにセンター
ボルトの緩み及び損傷の
有無を調べる。

 リーフの横ずれ及び前
後のずれ並びにセンター
ボルトの緩み及び損傷が
ないこと。

 スプリングブラケット
の亀裂及び損傷の有無を
調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 ブラケットのリベット
及びボルトの緩み及び脱
落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 スタビライザー 取付け部の緩み及びがた
の有無を調べる。

緩み及びがたがないこ
と。

 ショックアブ
ソーバー

 外筒からの油漏れ及び
損傷の有無を調べる。

 油漏れ及び損傷がない
こと。

 取付け部の亀裂及びが
たの有無を調べる。

 亀裂及びがたがないこ
と。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

2.3
操縦装置

 ハンドル  走行状態で、ハンドル
の振れ及び取られの有無
並びに戻り具合及び重さ
を調べる。

 振れ及び取られがな
く、かつ、戻り具合及び
重さが適正であること。

 上下左右及び前後に動
かして緩み及びがたの有
無を調べる。

 著しいがたがなく、か
つ、取付け部に緩みがな
いこと。

 ギヤボックス  ギヤボックス内の油量
及び油の汚れの有無を調
べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ギヤボックスからの油
漏れの有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ロッド及びアー
ム類

 亀裂、損傷及び曲がり
の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び曲がり
がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 ダストブーツの亀裂及
び損傷の有無を調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 ハンドルを左右に切っ
て、連結部のがた及び摩
耗の有無を調べる。

 著しいがた及び摩耗が
ないこと。

 連結部の取付けボルト
及びナットの緩み及び脱
落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ナックル  連結部のがたの有無を
調べる。

 がたがないこと。

 ナックルとフロントア
クスルとの隙間を調べ
る。

 隙間が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあること。

 亀裂及び損傷の有無を
調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 かじ取り車輪  ハンドルを左右に切っ
て、ハンドルの回転角度
及びかじ取り車輪のかじ
取り角度について左右の
関係を調べる。

 左右に著しい相異がな
いこと。

 ストッパーボルトの緩
み及び脱落の有無を調べ
る。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 かじ取り車輪と他の部
分とが接触していないか
を調べる。

 接触していないこと。

 パワーステアリ
ング装置

 リザーバータンク内の
油量を調べる。

 適正であること。

 油圧ポンプを作動さ
せ、ポンプ、バルブ、ホー
ス、パイプ、シリンダー
等からの油漏れの有無を
調べる。

 油漏れがないこと。

 ホース及びパイプのひ
び割れその他損傷及び劣
化の有無を調べる。

 著しいひび割れその他
損傷及び劣化がないこ
と。

 ポンプ、バルブ、ホー
ス、パイプ、シリンダー
等の取付けボルト及び
ナットの緩み及び脱落並
びにホース及びパイプと
車体その他の部分との干
渉の有無を調べる。

 緩み及び脱落がなく、
かつ、干渉がないこと。令
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2.4
制動装置

 走行ブレーキ  ペダルの遊び及びペダ
ルを踏み込んだときのペ
ダルと床面との隙間を調
べる。

 ペダルの遊び及びペダ
ルと床面との隙間が過大
又は過小でないこと。

 走行させてブレーキの
効き具合及び片効きの有
無を調べる。

 効き具合が適正であ
り、片効きがなく、かつ、
高所作業車構造規格（平
成２年労働省告示第70
号）第５条第２項の規定
に適合すること。

 ペダルの踏み具合に
よってエアの混入の有無
を調べる。

 エアの混入がないこ
と。

 駐車ブレーキ  レバーを一杯に引いた
状態で、引きしろの余裕
の有無を調べる。

 引きしろに余裕がある
こと。

 無負荷状態において、
20パーセント勾配（20
パーセント勾配の登坂能
力を有しない機械にあっ
ては、その登坂能力に相
当する勾配をいう。右欄
において同じ。）の床面
で、駐車ブレーキの効き
具合を調べる。

 効き具合が適正であ
り、無負荷状態において、
20パーセント勾配の床面
で停止する能力を有する
こと。

 レバーの引く力又はペ
ダルの踏力及びレバー又
はペダルの戻り具合を調
べる。

 レバーの引く力又はペ
ダルの踏力が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあり、レ
バー又はペダルの戻り具
合が正常であること。

 爪及びラチェット部の
損傷及び摩耗の有無を調
べる。

 損傷及び著しい摩耗が
ないこと。

 ブレーキロック
（ＡＯＨ式ブレー
キのものに限る。）

 駐車ブレーキレバーを
引いて、ブレーキロック
作動スイッチを操作した
ときの作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

 ブレーキロック作動時
におけるブレーキの効き
具合を調べる。

 適正であること。

 ロッド、リンク
及びケーブル類

 損傷及びクランプの緩
みの有無を調べる。

 損傷及び緩みがないこ
と。

 ブレーキを作動させ、
連結部の緩み及びがた並
びに割りピンの欠損の有
無を調べる。

 緩み及びがたがなく、
かつ、割りピンの欠損が
ないこと。

 ホース及びパイ
プ

 圧力をかけて、油漏れ
及びエア漏れの有無を調
べる。

 油漏れ及びエア漏れが
ないこと。

 ひび割れその他損傷及
び劣化の有無を調べる。

 著しいひび割れその他
損傷及び劣化がないこ
と。

 ホースクランプ及びパ
イプ支持部の取付けボル
ト及びナットの緩み及び
脱落並びにホース及びパ
イプと車体その他の部分
との干渉の有無を調べ
る。

 緩み及び脱落がなく、
かつ、干渉がないこと。

 オイルブレーキ  ペダルを操作し、マス
ターシリンダー及びホ
イールシリンダーの作動
の適否を調べる。

 円滑に作動すること。

ただし、ブレーキの効
き具合に異常がない場合
は、この検査は省略する
ことができる。

 ペダルを操作した後、
マスターシリンダー及び
ホイールシリンダーから
の油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

ただし、ホイールシリ
ンダーについてはブレー
キの効き具合に異常がな
い場合は、この検査を省
略することができる。

 リザーバータンク内の
油量及び油の汚れの有無
を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 エアブレーキ  ペダルを操作し、ブ
レーキチャンバーロッド
のストローク及びペダル
の戻り具合を調べる。

 ストロークが当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあり、
ペダルの戻り具合に異常
がないこと。

 エアリザーバーを規定
値まで加圧した後、リ
ザーバー、バルブ及びブ
レーキチャンバーからの
エア漏れ及び油漏れの有
無を調べる。

 エア漏れ及び油漏れが
ないこと。

 ブレーキ倍力装
置

 チェック弁及びリレー
弁の作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

 ペダルを反復操作し、
エア漏れ及び油漏れの有
無を調べる。

 エア漏れ及び油漏れが
ないこと。
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 ブレーキドラム
及 び ブ レ ー キ
シュー

 ドラムとライニングの
隙間を調べる（アジャス
ター手動調整式のものに
限る。）。

 隙間が当該車体の構造
及び性能に照らし、適正
な範囲にあること。

 ドラムを取り外し、ラ
イニングの剥離、損傷及
び摩耗の有無を調べる。

 剥離、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

ただし、ブレーキの効
き具合に異常がない場合
は、この検査を省略する
ことができる。

 ドラムを取り外し、ア
ンカーピンの腐食及びス
プリングのへたりの有無
を調べる。

 腐食及びへたりがない
こと。

ただし、ブレーキの効
き具合に異常がない場合
は、この検査を省略する
ことができる。

 ドラムを取り外し、ド
ラムの亀裂、損傷及び摩
耗の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。
ただし、ブレーキの効
き具合に異常がない場合
は、この検査を省略する
ことができる。

 バックプレート  亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。

 取付けボルトの緩み及
び脱落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ブレーキディス
ク 及 び パ ッ ド
（キャリパー式の
ものに限る。）

 ペダルを操作し、パッ
ドを安定させた後、ブ
レーキの引きずりの有無
を調べる。

 引きずりがないこと。

 パッドの厚さを調べ
る。

 パッドの厚さが当該車
体の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。

 ディスク及びキャリ
パーの亀裂、損傷及び摩
耗の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 ピストンからの油漏れ
の有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 ディスク及びパッドの
取付けボルト及びナット
の緩み及び脱落の有無を
調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 駐車ブレーキド
ラム及びライニン
グ

 ドラム取付け部のボル
ト及びナットの緩み及び
脱落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ドラムを取り外し、ラ
イニングの剥離、損傷及
び摩耗の有無を調べる。

 剥離、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

ただし、駐車ブレーキ
の効き具合に異常がない
場合は、この検査を省略
することができる。

 ドラムを取り外し、ド
ラムの亀裂、損傷及び摩
耗の有無を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。
ただし、駐車ブレーキ
の効き具合に異常がない
場合は、この検査を省略
することができる。

 二重安全ブレー
キ機構

自動漏出防止弁及び非常
用制動装置（スプリングブ
レーキを含む。）の作動具合
を調べる。

正常に作動すること。

2.5
車体関係

 車枠及び車体  シャシーフレーム、ク
ロスメンバー、フェン
ダー、サイドガード等の
亀裂及び変形の有無を調
べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 キャブ  亀裂、変形、腐食及び
雨漏りの有無を調べる。

 亀裂、著しい変形、腐
食及び雨漏りがないこ
と。

 ドア及びカバーの開閉
状態並びにロック及び
キーの異常の有無を調べ
る。

 開閉状態並びにロック
及びキーに異常がないこ
と。

 ガラスのがた及び破損
の有無を調べる。

 がた及び破損がないこ
と。
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 座席  調整・ロック装置の作
動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 シートベルト  ベルトの損傷の有無を
調べる。

 損傷がないこと。

 シートベルトを締め、
バックルの巻取装置の
ロックの状態を調べる。

 正常にロックされるこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 昇降設備及び滑
り止め

 亀裂、損傷及び変形の
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
変形がないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 表示板 高所作業車構造規格第16
条、第21条及び第26条に規
定する事項が表示された表
示板の損傷の有無及び取付
け状態を調べる。

損傷がなく、かつ、適正
に取り付けられているこ
と。

 スイッチ類及び
灯火類（灯火装置、
警報装置、方向指
示器、窓拭き器、
デフロスターを含
む。）

 各スイッチ類を操作
し、作動の適否及び取付
け状態を調べる。

 正常に作動し、かつ、
適正に取り付けられてい
ること。

 各灯火類のレンズの破
損及び水等の浸入の有無
を調べる。

 破損及び水等の浸入が
ないこと。

 計器類（油圧計、
空圧計、電流計、
燃料計、油温計、
水温計、速度計、
表示灯を含む。）

エンジンを回転させた状
態及び走行状態で、各計器
の作動の適否を調べる。

正常に作動すること。

 後写鏡及び反射
鏡

汚れ及び損傷の有無並び
に写影の状態を調べる。

汚れ及び損傷がなく、か
つ、写影が正常であること。

３ 下部走行体（ホイール式のものに限る。）

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

3.1
走行装置

 フロントアクス
ル及びリヤアクス
ル

この表の「２ 下部走行体（トラック式のものに限
る。）」の検査方法及び判定基準を適用すること。

 タイヤ（ホイー
ルを含む。）

3.2
操縦装置

 ロッド及びアー
ム類

この表の「２ 下部走行体（トラック式のものに限
る。）」の検査方法及び判定基準を適用すること。

 ナックル
 かじ取り車輪

 ステアリングシ
リンダー

この表の「６ 油圧装置」の検査方法及び判定基準を
適用すること。

3.3
制動装置

 走行ブレーキ 走行させてブレーキの効
き具合及び片効きの有無を
調べる。

効き具合が適正であり、
片効きがなく、かつ、高所
作業車構造規格第５条第２
項の規定に適合すること。

 駐車ブレーキ
（ブレーキ弁を含
む。）

無負荷状態において、20
パーセント勾配（20パーセ
ント勾配の登坂能力を有し
ない機械にあっては、その
登坂能力に相当する勾配を
いう。右欄において同じ。）
の床面で、駐車ブレーキの
効き具合を調べる。

効き具合が適正であり、
無負荷状態において、20
パーセント勾配の床面で停
止する能力を有すること。

3.4
車体関係

 車体（走行フ
レームに限る。）

 フレームの亀裂及び変
形の有無を調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ビーム及びロッ
ク（トレッド拡幅
型を含む。）

 ビームを伸縮させて異
常の有無を調べる。

 円滑に伸縮すること。

 亀裂及び変形の有無を
調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 ロックを操作して掛か
り具合を調べる。

 確実にロックできるこ
と。

 油圧シリンダー
（ビーム伸縮用に
限る。）

この表の「６ 油圧装置」の検査方法及び判定基準を
適用すること。

 配管（ホース類、
高圧パイプに限
る。）

 減速機  走行させて異音及び異
常発熱の有無を調べる。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 油圧モーター この表の「６ 油圧装置」の検査方法及び判定基準を
適用すること。

 電動機（ホイー
ルモーターに限
る。）

この表の「1.3 電動機」の検査方法及び判定基準を
適用すること。
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４ 下部走行体（クローラ式のものに限る。）

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

4.1
走行装置

 起動輪及び遊動
輪

 亀裂、変形及び摩耗の
有無を調べる。

 亀裂、変形及び著しい
摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 走行させて起動輪及び
遊動輪軸部の異音及び異
常発熱の有無を調べる。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 軸部周辺からの油漏れ
の有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 上下転輪（別名
上部ローラー及び
下部ローラー）

 亀裂、変形及び摩耗の
有無を調べる。

 亀裂、変形及び著しい
摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 走行させて軸部の異音
及び異常発熱の有無を調
べる。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ローラー軸部周辺から
の油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 履帯（別名ク
ローラベルト）

 シューの亀裂、変形及
び摩耗の有無を調べる。

 亀裂、変形及び著しい
摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 シューボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 リンク及びブシュの亀
裂及び摩耗の有無を調べ
る。

 亀裂及び著しい摩耗が
ないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 履帯の張り具合を調べ
る。

 張り具合が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

 トラックピンの抜出し
の有無を調べる。

 抜出しがないこと。

 ゴム履帯  スチールコードの切断
及び損傷の有無を調べ
る。

 切断及び著しい損傷が
ないこと。

 ゴムの欠け、劣化及び
摩耗の有無を調べる。

 著しい欠け、劣化及び
摩耗がないこと。

 芯金の脱落の有無を調
べる。

 芯金の脱落がないこ
と。

 履帯の張り具合を調べ
る。

 張り具合が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

 履帯調整装置  グリースタイプのもの
にあっては、調整装置の
シリンダー内にグリース
を注入し、スクリュータ
イプのものにあっては、
調整ねじを回転させて装
置の作動具合を調べる。

 正常に作動すること。

 調整ボルト、ナット、
ロッド及びヨークの亀
裂、変形、腐食及び摩耗
の有無を調べる。

 亀裂、変形、腐食及び
著しい摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 調整シリンダーからの
油漏れの有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 走行減速機  異音及び異常発熱の有
無を調べる。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 油圧モーター この表の「６ 油圧装置」の検査方法及び判定基準を
適用すること。 配管（ホース類、

高圧パイプに限
る。）

 電動機 この表の「1.3 電動機」の検査方法及び判定基準を
適用すること。
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4.2
制動装置

 走行ブレーキ この表の「３ 下部走行体（ホイール式のものに限
る。）」の検査方法及び判定基準を適用すること。 駐車ブレーキ

（ブレーキ弁を含
む。）

4.3
車体関係

下部架台フレーム及
びブラケット（ク
ローラフレームを含
む。）

 亀裂、損傷、変形及び
しゅう動部の摩耗の有無
を調べる。

 亀裂、損傷、変形及び
著しい摩耗がないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

５ 作業装置

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

5.1
ブーム

 ブーム（ラダー
を含む。）

 ブームを全伸長して全
体の曲がりの有無を調べ
る。

 全長にわたって上下及
び左右に大きい曲がりが
ないこと。

 ブームを全伸長したと
きの長手方向のねじれの
有無を調べる。

 著しいねじれがないこ
と。

 伸縮動作を行って、
ブームごとの曲がりの有
無を調べる。

 著しい曲がりがなく、
かつ、伸縮動作に支障が
ないこと。

 ブームラップ部のへこ
み（底板の湾曲を含む。）
の有無を調べる。

 著しいへこみがないこ
と。

 側面板のうねり及びひ
ずみの有無を調べる。

 特に圧縮荷重が加わる
底板側の下半分に大きな
うねり及びひずみがない
こと。

 打痕及び局部的なへこ
みの有無を調べる。

 著しい打痕及び局部的
なへこみがないこと。

 ブームを全伸長して上
下、左右に振り、各スラ
イディングパッド部のが
たの状態を調べる。

 著しいがた及び摩耗が
ないこと。

がたが大きい場合は、
各スライディングパッド
の摩耗量を調べる。

 溶接部の亀裂及び損傷
の有無を、特に次のか
らまでに掲げる事項に
ついて重点的に調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 起伏シリンダー取付
けブラケット部分

 ブームラップ部の上
下補強部分
 ブームフート部分
 ブームポイント部分
 側面補強板部分
 伸縮ロープ取付け部
分
亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 絶縁ブーム及び
絶縁カバー

 絶縁ブーム及びカバー
の亀裂、損傷及び汚れの
有無を調べる。

 亀裂、損傷及び著しい
汚れがないこと。

 絶縁カバーの取付け状
態を調べる。

 取付け状態が適正であ
ること。

 ヒ ン ジ ピ ン
（ブームフート部、
シリンダー部、作
業床部を含む。）

 ブームを作動させ、各
連結部のがたの状態を調
べる。

 著しいがたがないこ
と。

 ピン抜け止めボルト及
びナットの緩み及び脱落
の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。



屈
折
機
構

ａ 屈折チェー
ン及びスプロ
ケット

 屈折チェーン及びスプ
ロケットの損傷、摩耗及
びたるみの有無を調べ
る。

 損傷、著しい摩耗及び
たるみがないこと。

 取付けピンの損傷及び
抜け止め部の異常の有無
を調べる。

 損傷がなく、かつ、抜
け止めが正常であるこ
と。

ｂ 屈折リンク
及びピン

 屈折リンク及びピンの
亀裂及び損傷の有無を調
べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 屈折リンク及びピンの
取付け状態を調べる。

 取付け状態が適正であ
ること。

 屈折及び旋回を行い、
各連結部のがたの有無を
調べる。

 著しいがたがないこ
と。

ｃ ワイヤロー
プ

 ワイヤロープの直径の
減少量を調べる。

 減少量が公称径の７
パーセント以下であるこ
と。

 ワイヤロープの素線切
れの有無を調べる。

 ワイヤロープの１より
当たりの素線切れの数
が、素線数の10パーセン
ト以内であること。
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 送 油 ガ イ ド
（ケーブルベアを
含む。）

 ブームの伸縮を行い、
送油ガイドの作動の適否
を調べる。

 正常に作動すること。

 ケース、帯板及びシー
ブの損傷の有無を調べ
る。

 著しい損傷がないこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

5.2
昇降装置

 リフトアーム及
びマスト

 リフトアーム操作を行
い、異音、引っ掛かり及
びインナーマストとアウ
ターマストとの間のがた
の有無を調べる。

 異音、引っ掛かり及び
著しいがたがないこと。

 作業床を最大限上昇さ
せてリフトアーム及びマ
ストの亀裂、ねじれ及び
かじりの有無を調べる。

 亀裂、著しいねじれ及
びかじりがないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ヒンジピンの損傷の有
無及び取付け状態を調べ
る。

 損傷がなく、かつ、取
付け状態が適正であるこ
と。

 連結部のがたの有無を
調べる。

 著しいがたがないこ
と。

 リフトチェーン  チェーンの損傷及び摩
耗の有無を調べる。

 損傷及び著しい摩耗が
ないこと。

 チェーン取付けピンの
損傷及び抜け止め部の異
常の有無を調べる。

 著しい損傷がなく、か
つ、抜け止めが正常であ
ること。

5.3
作業床装置

 平衡装置  起伏及び屈折を行い、
平衡装置の作動の適否を
調べる。

 正常に作動すること。

 ワイヤロープ及び
チェーンの亀裂、損傷、
たるみ及び摩耗並びに
シーブ及びスプロケット
の亀裂及び摩耗の有無を
調べる。

 亀裂、損傷、著しいた
るみ及び摩耗がないこ
と。

 ターンバックル及び取
付けピンの損傷並びに抜
け止め部の異常の有無を
調べる。

 損傷がなく、かつ、抜
け止めが正常であるこ
と。

 プラットフォー
ム及び手すり

 亀裂、変形及び腐食の
有無を調べる。

 亀裂、著しい変形及び
腐食がないこと。

 出入口の開閉状態及び
ロックの異常の有無を調
べる。

 開閉状態及びロックに
異常がないこと。

 バケット及びバ
スケット

 亀裂及び変形の有無を
調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 バケットライナーの損
傷の有無を調べる。

 著しい損傷がないこ
と。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 胴綱環及び補助
ロープ掛け

 損傷の有無を調べる。  損傷がないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 首振り装置（シ
リンダー式、モー
ター式、電気式に
限る。）

 首振り動作を行い、作
動の適否及び異音の有無
を調べる。

 正常に作動し、かつ、
異音がないこと。

 減速機、ブラケット等
の損傷及び油漏れの有無
を調べる。

 損傷及び油漏れがない
こと。

 首振りベース、リンク、
ロックピン及びチェーン
の亀裂及び変形の有無を
調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 ロックを操作して掛か
り具合を調べる。

 確実にロックできるこ
と。

 各部の取付け状態を調
べる。

 取付け状態が適正であ
ること。

5.4
アタッチメ
ント



つ
り
上
げ
装
置

ａ つり上げ装
置

 つり上げ装置を作動さ
せ、異常振動、異音及び
異常発熱の有無を調べ
る。

 異常振動、異音及び異
常発熱がないこと。

 定格荷重の荷をつり、
ブレーキの動作状態を調
べる。

 正常に作動すること。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 減速機、ベース、ウィ
ンチポスト、各セットピ
ン、ロックピン等の亀裂、
損傷及び変形の有無を調
べる。

 亀裂、損傷及び変形が
ないこと。
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 各セットピン及びロッ
クピンを作動させて異常
の有無を調べる。

 ピンが正常に作動する
こと。

 各部の取付け状態を調
べる。

 取付け状態が適正であ
ること。

ｂ ワイヤロー
プ

この表の「5.1 ブーム」の検査方法及び判定基準を
適用すること。

ｃ 繊維ロープ  仕様及び長さの適否を
調べる。

 当該車体の構造及び性
能に照らし、適正なロー
プを使用していること。

 ロープの素線切れ、毛
羽立ち及び摩耗の有無を
調べる。

 著しい素線切れ、毛羽
立ち及び摩耗がないこ
と。

 ロープの外層及び内層
の破断の有無並びに乾燥
状態を調べる。

 外層及び内層の破断が
なく、かつ、ロープが乾
燥していること。

 シンブルの亀裂、変形
及び摩耗の有無を調べ
る。

 亀裂、著しい変形及び
摩耗がないこと。

 端末処理の損傷及び糸
のほつれの有無を調べ
る。

 著しい損傷及び糸のほ
つれがないこと。

 ロープが確実にドラム
へ装着されているか調べ
る。

 確実に装着されている
こと。

ｄ フック  フックの変形及び摩耗
の有無を調べる。

 著しい変形及び摩耗が
ないこと。

 ロープ外れ止めの損傷
の有無を調べる。

 損傷がないこと。

ｅ サブブーム サブブームの亀裂、損傷
及び変形の有無を調べる。

亀裂、損傷及び著しい変
形がないこと。

 油圧取出し口  カップリングの損傷及
び油漏れの有無を調べ
る。

 損傷及び油漏れがない
こと。

 キャップの取付け状態
を調べる。

 取付け状態が適正であ
ること。

６ 油圧装置

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

6.1
油圧装置

 作動油タンク  タンク取付け部及び外
周壁面の溶接部並びにカ
バー、継手、油面計等の
接続部からの油漏れの有
無を調べる。

 油漏れ及びエア漏れが
ないこと。

加圧式タンクの場合
は、作動油タンク（安全
弁を含む。）からのエア漏
れの有無を調べる。

 機械を水平な場所に置
き、油量及び油の汚れの
有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

ただし、製造者が定め
る方法によりオイル管理
を行っている場合は、油
の汚れの有無の確認を省
略することができる。

 ブリーザーの目詰まり
の有無を調べる。

 目詰まりがないこと。

 ブラケットの取付け状
態並びにボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 取付け状態が適正で、
かつ、ボルト及びナット
の緩み及び脱落がないこ
と。

 フィルター（サ
クションフィル
ター、リターン
フィルター、ライ
ンフィルターを含
む。）

 フィルターエレメント
を取り出し、汚れ及び損
傷の有無を調べる。

 汚れ及び損傷がないこ
と。

ただし、フィルターエ
レメントについて、製造
者が定める方法により定
期的に交換されている場
合は、この検査を省略す
ることができる。

 フィルターケース、取
付けフランジ、パイプ等
からの油漏れの有無を調
べる。

 油漏れがないこと。

 配管（ホース類、
高圧パイプに限
る。）

 亀裂、ひび割れその他
損傷、劣化及びねじれの
有無を調べる。

 亀裂、ひび割れその他
損傷、劣化及びねじれが
ないこと。

 継手部からの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 取付け状態並びにボル
ト及びナットの緩み及び
脱落の有無を調べる。

 取付け状態が適正で、
かつ、ボルト及びナット
の緩み及び脱落がないこ
と。

 油圧ポンプ（駆
動装置を含む。）

 パイプ及びホースとの
継手部並びにシール部か
らの油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 油圧ポンプを作動さ
せ、無負荷及び負荷状態
における異常振動、異音
及び異常発熱の有無を調
べる。

 異常振動、異音及び異
常発熱がないこと。
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 油圧ポンプに負荷をか
けて、負荷時の吐出量及
び吐出圧力を調べる。

 吐出量及び吐出圧力が
当該車体の構造及び性能
に照らし、適正な範囲に
あること。

ただし、の検査の結
果、異常振動、異音及び
異常発熱がない場合は、
この検査を省略すること
ができる。

 油圧モーター
（旋回用、ウイン
チ用、走行用を含
む。）

 パイプ及びホースとの
継手部並びにシール部か
らの油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 油圧モーターを作動さ
せ、無負荷及び負荷状態
における異常振動、異音
及び異常発熱の有無を調
べる。

 作動状態に異常がな
く、かつ、異常振動、異
音及び異常発熱がないこ
と。

 油圧シリンダー
（起伏用、伸縮用、
屈伸用、昇降用、
バケット用、平衡
装置用、首振り装
置用、かじ取り用、
アウトリガー用を
含む。）

 油圧シリンダーの作動
の適否を調べる。

 円滑に作動すること。

 数回伸縮させた後、
シール部からの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 負荷をかけて静止さ
せ、シリンダーの伸縮量
を調べる。

 伸縮量が当該車体の構
造及び性能に照らし、適
正な範囲にあること。

 シリンダーチューブ及
びロッドの打痕、亀裂、
曲がり及び擦り傷の有無
を調べる。

 打痕、亀裂、曲がり及
び擦り傷がないこと。

 方向制御弁（コ
ントロール弁、パ
イロットコント
ロール弁を含む。）

 スプールを動かし、円
滑に作動するか調べる。

 円滑に作動すること。

 本体、配管及び継手部
からの油漏れの有無を調
べる。

 油漏れがないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 電磁弁  電磁弁を作動させて、
異音及び異常発熱の有無
を調べる。

 異音及び異常発熱がな
く、かつ、正常に作動す
ること。

 油漏れの有無を調べ
る。

 油漏れがないこと。

 圧力制御弁（リ
リーフ弁、減圧弁、
シーケンス弁、カ
ウンターバランス
弁、アンロード弁、
ブレーキ弁を含
む。）

 アクチュエーターを作
動させるなどして負荷を
かけ、作動の適否を調べ
る。

 圧力制御弁が正常に作
動すること。

 本体、配管及び継手部
からの油漏れの有無を調
べる。

 油漏れがないこと。

 流量制御弁（絞
り弁、フローコン
トロール弁、デバ
イダー弁を含む。）

 アクチュエーターを作
動させて、作動の適否を
調べる。

 流量制御弁が正常に作
動すること。

 本体、配管及び継手部
からの油漏れの有無を調
べる。

 油漏れがないこと。

 逆 止 め 弁
（チェック弁、パ
イロットチェック
弁、シャトル弁を
含む。）

 アクチュエーターを作
動させて、作動の適否を
調べる。

 逆止め弁が正常に作動
すること。

 本体、配管及び継手部
からの油漏れの有無を調
べる。

 油漏れがないこと。

 オイルクーラー  暖機運転の後、油温の
適否を調べる。

 冷却効果が適正である
こと。

 フィンの目詰まり並び
にパイプの変形及び破損
の有無を調べる。

 目詰まり、著しい変形
及び破損がないこと。

 クーラー本体及び配管
接続部からの油漏れの有
無を調べる。

 油漏れがないこと。

 ファンベルトの緩みを
調べる。

 張り具合が当該車体の
構造及び性能に照らし、
適正な範囲にあること。

 ベルトの損傷及び摩耗
の有無を調べる。

 損傷及び著しい摩耗が
ないこと。

 電動式オイルクーラー
にあっては、モーターの
異常振動、異音及び異常
発熱の有無を調べる。

 異常振動、異音及び異
常発熱がないこと。

 アキュムレー
ター

 アクチュエーターを作
動させて、作動の適否を
調べる。

 アキュムレーターが正
常に作動すること。

 配管、ホース等の振れ
及び異音の有無を調べ
る。

 振れ及び異音がないこ
と。

 ガス封入圧を調べる。  ガス封入圧が当該車体
の構造及び性能に照ら
し、適正な範囲にあるこ
と。

ただし、の検査の結
果、正常に作動し、かつ
の検査の結果、振れ及
び異音がない場合は、こ
の検査を省略することが
できる。
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 回転継手（セン
タージョイント、
スイベルジョイン
トを含む。）

負荷をかけた状態で回転
させ、回転の状態と回転継
手からの油漏れの有無を調
べる。

円滑に回転し、油漏れが
ないこと。

７ 操作装置

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

7.1
操作装置

 操作レバー、ス
イッチボタン等
（走行用、作業用
に限る。）

レバー等を操作してスト
ロークの適否及びがたの有
無を調べる。

ストロークが適正で、か
つ、著しいがたがないこと。

 リモートコント
ロール装置

レバーを操作してスト
ロークの適否及びがたの有
無を調べる。

ストロークが適正で、か
つ、著しいがたがないこと。

８ 安全装置等

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

8.1
安全装置

 作業範囲規制装
置

 バケット内が無負荷状
態で下部の操作装置を操
作して作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

ただし、作業範囲規制
装置のうち、モーメント
リミッターについては、
積載荷重の荷を載せて調
べる。

 各機器等の損傷の有無
を調べる。

 損傷がないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 過積載防止装置  作業床に積載荷重を超
える荷を載せ、自動停止
装置及び警報装置等の作
動の適否を調べる。

 正常に作動すること。

 各機器等の損傷の有無
を調べる。

 損傷がないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 車体傾斜角警報
装置

 製造者が定める方法に
より、警報装置等の作動
の適否を調べる。

 警報装置等の作動が当
該車体の構造及び性能に
照らし、適正であること。

 各機器等の損傷の有無
を調べる。

 損傷がないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 アウトリガーイ
ンターロック

 ジャッキを接地しない
場合に、作業床の上昇及
び旋回を行うことができ
ないことを確認する。

 ジャッキを接地しない
場合に、上昇及び旋回を
行うことができないこ
と。

 各機器等の損傷の有無
を調べる。

 損傷がないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 緊急停止装置 各操作レバーを入れた状
態で緊急停止レバー又はボ
タンを操作して緊急停止装
置の作動が停止すること、
さらに緊急停止レバー又は
ボタンを復帰側に操作して
作動が即時に復帰すること
を確認する。

正常に作動すること。

 非常用ポンプ装
置

 エンジンを停止し、始
動スイッチを入れた状態
で、下部及び作業床部に
おいて非常用ポンプボタ
ンを押しながら起伏、伸
縮及び旋回のレバーを操
作して作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

 ポンプ、スイッチ等の
取付け状態を調べる。

 取付け状態が適正であ
ること。

 角度計  起伏角度の範囲内で起
伏操作を行い、作動の適
否を調べる。

 正常に作動すること。

 角度計の損傷及び目盛
等の鮮明度を調べる。

 損傷がなく、かつ、目
盛等が鮮明であること。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。

 アースリール線 アースリール線の抵抗を
調べる。

抵抗が当該車体の構造及
び性能に照らし、適正な範
囲にあること。

 規制装置（各速
度規制装置を含
む。）及び検出装置
（アウトリガー張
出し検出装置、接
触警報装置を含
む。）

 各規制装置、検出装置
等の作動の適否を調べ
る。

 正常に作動すること。

 各機器等の損傷の有無
を調べる。

 損傷がないこと。

 取付け状態を調べる。  取付け状態が適正であ
ること。
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8.2
ア ウ ト リ
ガー

 ビーム、ビーム
ボックス及びフ
ロート

 ビームを伸縮させて
引っ掛かり等の異常の有
無を調べる。

 引っ掛かり等がなく、
かつ、円滑に作動するこ
と。

 ビーム、ビームボック
ス及びフロートの亀裂及
び変形の有無を調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 ロック及びロッ
クピン

 ロック作動時の異常の
有無を調べる。

 正常に作動すること。

 ピンの変形及びチェー
ンの損傷の有無を調べ
る。

 変形及び損傷がないこ
と。

 ジャッキ ジャッキを上下させて、
亀裂、変形及び摩耗の有無
を調べる。

亀裂、著しい変形及び摩
耗がないこと。

９ 車体関係等

検査対象の構造及び装置 検 査 方 法 判 定 基 準

9.1
車体関係

 ターンテーブル 亀裂及び変形の有無を調
べる。

亀裂及び著しい変形がな
いこと。

亀裂の存在が疑われる場
合は探傷器等で調べる。

 旋回ベアリング
及び旋回ギヤ

 緩旋回を行って旋回時
の引っ掛かり及び異音の
有無を調べる。

 引っ掛かり及び異音が
ないこと。

 旋回ギヤの亀裂及び摩
耗の有無を調べる。

 亀裂及び著しい摩耗が
ないこと。

 取付けボルトの緩み及
び脱落の有無を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ベアリングシールの損
傷の有無を調べる。

 損傷がないこと。

 旋回減速機  旋回動作中の異音及び
異常発熱の有無を調べ
る。

 異音及び異常発熱がな
いこと。

 ケース内の油量及び油
の汚れの有無を調べる。

 油量が適正で、かつ、
著しい汚れがないこと。

 ケースからの油漏れの
有無を調べる。

 油漏れがないこと。

 旋回ロック  ロックを操作して、掛
かり具合を調べる。

 確実にロックされるこ
と。

 ロック部の亀裂及び損
傷の有無を調べる。

 亀裂及び損傷がないこ
と。

 カウンターウェ
イト

取付けボルト及びナット
の緩み及び脱落の有無を調
べる。

緩み及び脱落がないこ
と。

 サブフレーム  亀裂及び変形の有無を
調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

亀裂の存在が疑われる
場合は探傷器等で調べ
る。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 ブーム受台  亀裂及び変形の有無を
調べる。

 亀裂及び著しい変形が
ないこと。

 緩衝ゴムの損傷及び脱
落の有無を調べる。

 著しい損傷及び脱落が
ないこと。

 取付けボルト及びナッ
トの緩み及び脱落の有無
を調べる。

 緩み及び脱落がないこ
と。

 キャブ この表の「２ 下部走行体（トラック式のものに限
る。）」の検査方法及び判定基準を適用すること。 座席

 シートベルト
 昇降設備及び滑
り止め
 表示板
 スイッチ類及び
灯火類（灯火装置、
警報装置、方向指
示器、窓拭き器、
デフロスターを含
む。）
 計器類（油圧計、
電流計、燃料計、
油温計、水温計、
速度計、表示灯を
含む。）
 後写鏡及び反射
鏡

 給油脂  各部の給油脂状態を調
べる。

 給油脂が十分であるこ
と。

 自動給油脂装置の作動
の適否を調べる。

 正常に作動すること。

9.2
総合テスト

走行及び各作業装置の操
作を行い、機能することを
確認し、異常振動、異音及
び異常発熱の有無を調べ
る。

各装置が正常に機能し、
かつ、異常振動、異音及び
異常発熱がないこと。
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